













た。室町時代になり、 「③大嘗祭」は廃れたが、 「①践祚」は必ず行われた。天皇の権威の象徴といえる神器を前天皇から受け継いでこそ天皇といえるのである。 「②即位礼」は践祚後におこなわれる即位表明 儀式である。兵乱、経済的事情などで、数年また長い時は践祚約二十年後になってやっと行えた例もあるが、年数を経ても実施しているのは必須の即位儀礼という認識があったということであろう。その他の即位関連儀礼としては固関、伊勢斎宮と賀茂斎院の交代即位由奉幣、山陵への即位奉告等がある。
伊勢斎宮・賀茂斎院は未婚の皇女が祭司となる制度であり、天皇の代替わりごとに一新された。即位由奉幣 大嘗祭





































































































も忌部も政権の中枢にいる氏族ではない。神祇・祭祀を職掌とする神祇氏族である。第十九代允恭天皇 ように群臣が天皇に璽符を奉って即位がなされるのではない。このことは国家の構造が変化し有力氏族による合議制的国家から、天皇を中心とした中央集権国家と える事態に っているといえる。所説を鑑みると、中央集権的国家への画期は壬申の乱後の天武朝ではないかといわれる。
天武天皇制定の飛鳥浄御原令は現存しないが、 『続日本紀』大宝元年（
701）八月癸卯（三日）条に大宝令選定初めに















967）であった。 『西宮記』 ・ 『北山抄』の成立は延喜式よりも後代である。儀式書の諸伝が誤りなのか。あるいは、
『延喜式』が成った当時の視点に立ってみると、想像の域は出ないが、天長年間の仁明天皇の時代は近現代とみなされ、従って過去の聖王の偉績がまだ消えないまま、心情的に、本来あるべき姿として残されたのだろうか。
以上をふまえておおまかに即位儀礼の変遷を次のように推察した。古来、群臣の合意という形で大王が選ばれていた。










































類すると、紙・布関係、天皇の御服（アラタエ・麁） 、農具の鍬 鏡 玉、米・酒・糟、海の幸として鰒（アワビ） ・堅魚（カツオ） ・海藻・塩、山の幸として稲・槲（ドングリ） 、弓矢など兵具等である。従来の日本の 祀に用いられる物といえよう。さらにここに陰陽道的祭具として金銀人像、金塗鈴、御輿形（コシカタ）が加わる。金銀人像は形代として人の災いを移す物であり、輿形は木や粘土などで輿の形を作る陰陽道の祭具で金銀人像 乗物である。延喜 頃、陰陽道の付加は時代の要請 った。
八十島祭の起源については各説があるが、主要なものは田中卓氏、瀧川政次郎氏、岡田精司等である。田中氏は八十








































































































































































































































































































































































を燃し、百和合香を焼き 一日二時に此 経を講ぜば諸難消滅すべきこと」と説かれているの 根拠としてい 。日本の仁王会もこの儀軌に準じ 行われた。
中国では六世紀後半、陳の武帝が を設けたのが始まりという。唐代は太宗の貞観年間に恒例となった。七世紀































































































































































































































































































































































と仏舎利奉納があったが、朱雀天皇の場合はなかったので村上天皇が疑問視されたことが分かる。ここでは「大日本古記録」の『貞信公記』を拠り所とした。その編者の解説は、まずこの記事の趣旨を頭注 「一代一度大神宝ニツキ忠平ニ勅問アリ」とし、 『日本紀略』によって、 「寛平」を仁和四年（
888）十一月八日の「発遣大神宝使」のこととされた。














奉献事業がなされている。仏舎利への関心の深さがうかがえる。『貞信公記』に見えるこの天暦元年四月十七日はどういった日であったか、その前後の出来事を検証してみる。 『日本紀略』によれば、四月十七日は一代一度諸社神宝使 定（議定）の日であった。この時、歴代の宣命案を検討した結果先代の朱雀天皇にはなかったため、今回の大神宝使に仏舎利奉納が抜け落ちてい ことが判明した であろう。しかし大神宝使 発遣が廿日と迫ってい 。仏舎利奉献はこの時点ではもう不可能だった。そのため穢によって延引という障害があったけれども、翌天暦二年（
948）九月二十二日、一代一度仏舎利使が発遣された。村上天皇の時にこうして仏舎















































うになるのが延喜・天暦の時代であった。それは国家儀礼にも表 、その例として先述 羅城祭の遅滞があ 。東国でも京都でも群盗が跋扈す 荒れた世情であった。
このような世相の中で一代一度の儀礼は成立した。当時は儀式・年中行事の再編成と創設の機運が上がった時期で








離された。皇統のシンボルである神璽釼と前天皇遺物を新天皇が引き継ぐ践祚は、空位期間を減らす めに速やかに行われた。新天皇の即位を宣言する即位礼では宣命が主体となり、古来の伝統であった天神寿詞奏上と忌部の神璽釼献上は大嘗祭に移され仁明天皇の頃から、忌部の神璽釼奉献は無く った。臣下の忌部が天皇に宝器を献 する行為は時代錯誤と考えられたからであろう。
践祚・即位礼・大嘗祭以外の即位関連儀礼にも変化があった。八十島祭、羅城祭では陰陽道的要素が多く盛り込まれ
た。そして九世紀後半には新しい即位関連儀礼 一代一度の即位儀礼 整備され恒例化された。一代一度仁王会については代々伝統の内容を踏まえながらも法会は密教化 た。一代一度大神宝使は即位由奉幣から発展し、伊勢・宇佐以下五畿七道諸国の名神に御神宝を奉幣する全国規模の行事となった。仏舎利信仰が広がる 新しく創設され のが一代一度仏舎利使であった。この一代一度 儀礼は人的・経済的困難な側面を抱えつつも鎌倉時代末ま は続けらたのは、基盤の即位儀礼を支える大きな要素となっていたからであろう。村上天皇の代に確立された一 一度の儀礼は、
66
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